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再生紙・大豆油インクを使用しています

山の緑を
火災から
守りま
しょう！

★筍（中１本）	 300g	 ★かたくり粉	 適量
★生米	 適量	 ★だししょうゆ	 50cc
★あられ	 100g	 ★サラダ油	 適量
※ひなあられやしょうゆおかきでもＯＫ！

①　筍の皮をむき、縦に２等分し、大きめの鍋に
　　並べる。
②　①の上に多めの水を入れ、生米を１つまみ入れ、
　　約 30分ゆがく（はしが通ればＯＫ）。
③　あられを袋に入れ、上から叩き、細かく砕く。
④　②の筍を穂先から縦に５mm位の厚さに切る。
⑤　④にかたくり粉をまぶし、だししょうゆにくぐらせ、
　　③のあられ衣をまんべんなく付ける。
⑥　⑤を天ぷらを揚げる温度より低め（約 160℃）の
　　サラダ油でゆっくり揚げる。
☆あられをパン粉のかわりにまぶしているので、できあがりがとても香ばし
く、外はパリパリ、中はシャキシャキ、味がじわーッとしみでてくる感じ
がたまりません。　　　　　　　　　　　　　　　〈京野菜料理　ke-ko〉

山
の
緑
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
！

　

山
火
事
は
例
年
、
４
月
か
ら

６
月
ま
で
の
期
間
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
こ
の
時
季
、
降
雨
が

少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
な
ど
の
気
象
条
件
に
加
え

て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
入
山

者
が
増
加
し
、
た
ば
こ
の
ポ
イ

捨
て
や
た
き
火
が
多
く
な
る
こ

と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

山
の
緑
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○
た
ば
こ
の
火
は
確
実
に
消

し
、
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し

な
い
。

○
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報

が
発
表
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
屋
外
で
の
火
気
の
使
用

は
控
え
る
。

○
火
気
使
用
時
、
周
囲
に
燃
え

や
す
い
も
の
が
な
い
か
を
確

認
す
る
。

○
枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
場
所
で

の
た
き
火
は
し
な
い
。

○
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
消

火
用
の
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
必

ず
準
備
し
、
離
れ
る
と
き
は

確
実
に
火
を
消
す
。

問
合
せ　

北
消
防
署
総
務
課

☎
491
‐
４
１
４
８

★
ハ
チ
の
巣
の
特
徴

①　

ス
ズ
メ
バ
チ

　

茶
色
い
う
ろ
こ
模
様
で
球

状
、
出
入
り
口
は
一
つ
。
天
井

裏
や
軒
先
等
に
あ
り
ま
す
。

②　

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

　

灰
色
で
シ
ャ
ワ
ー
の
噴
出
し

口
の
よ
う
な
形
状
。
軒
先
や
植

え
込
み
等
に
あ
り
ま
す
。

③　

ミ
ツ
バ
チ

　

巣
分
か
れ
時
に
群
れ
で
移
動

し
、
壁
や
樹
の
幹
、
電
柱
な
ど

に
か
た
ま
り
ま
す
。
巣
は
天
井

裏
や
樹
洞
等
に
あ
り
ま
す
。

★
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除

　

巣
に
近
寄
ら
ず
、
衛
生
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
駆
除

　

夜
間
は
じ
っ
と
し
て
い
る
の

で
明
か
り
を
つ
け
ず
に
１
ｍ
ほ

ど
離
れ
た
風
上
か
ら
、
ス
プ

レ
ー
式
殺
虫
剤
を
10
秒
程
度
噴

射
し
て
く
だ
さ
い
。
翌
日
以
降

に
駆
除
を
確
認
し
、
長
い
棒
で

落
と
し
、
落
ち
た
ハ
チ
は
素
手

で
つ
か
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら

　

毒
液
を
絞
り
出
し
て
流
水
で

洗
い
流
し
、
患
部
を
冷
や
し
炎

症
を
抑
え
て
く
だ
さ
い
。
ハ
チ

に
刺
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
場

合
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
病
院

で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

衛
生
課

☎
432
‐
１
４
６
７

　

立
命
館
大
学
高
齢
者
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
高
齢
者
を
対
象
に

大
学
内
で
実
施
し
て
い
る
「
音

読
・
計
算
活
動
」（
文
章
の
音

読
と
簡
単
な
計
算
を
継
続
し
て

も
ら
い
、
そ
の
効
果
を
測
る
活

動
）
へ
の
参
加
者
（
学
習
者
）

を
募
集
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
説
明
会
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

︿
説
明
会
﹀

日
時　

５
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場�
所　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ

ン
パ
ス　

創
思
館
１
階　

カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

※
募
集
人
数
は
若
干
名
で
す
。

︿
活
動
の
概
要
﹀

期�

間　

６
月
～
平
成
24
年
２
月

活�

動
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
の
午
前
（
10
時
、
10
時
30

分
、
11
時
の
い
ず
れ
か
の
時

間
）
で
週
２
回

所
要
時
間　

１
回
20
分
程
度

問�

合
せ　

立
命
館
大
学
人
間
科

学
研
究
所
高
齢
者
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

�

☎
080
‐
３
８
１
２
‐
３
０
２
１

　

総
務
課
企
画
・
広
報
担
当

☎
432
‐
１
１
９
９

　

民
生
委
員
は
、
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
援
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関

係
機
関
や
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役

に
な
る
な
ど
、
社
会
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼

ね
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や

い
じ
め
な
ど
の
相
談
、
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

福
祉
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主

任
児
童
委
員
も
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
、
児
童
委
員
及
び

主
任
児
童
委
員
は
、
秘
密
を
守

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
担
当
の
委
員
が
ご
不

明
の
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
介
護
課

☎
432
‐
１
３
０
６

「
元
町
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」（
元
町

学
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）

生まれは中国の江南地
方で、日本には 810 年
頃やってきました。京
都府長岡京市の海印寺
の僧によってもたらさ
れたという説がありま
す。日常食べる野菜の
なかでは、食物繊維や
カリウムが多く含まれ
ています。

ざいりょう

つくりかた

筍のかわり揚げ

保健
センター
だより

保健
センター
だより

保健
センター
だより

北
区
民
生
児
童
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
音
読
・
計
算
活
動
」
参
加
者
募
集

「
音
読
・
計
算
活
動
」
参
加
者
募
集

～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
福
祉
・

子
育
て
に
関
す
る
あ
な
た
の
相

談
相
手
で
す
。
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•
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•

•
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•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

（４人分）

野菜のひとりごと

民生委員・児童
委員のマーク

　

北
区
で
は
、「
北
区
基
本
計

画
～
は
つ
ら
つ
北
区
プ
ラ
ン

～
」
の
始
動
に
あ
わ
せ
た
キ
ッ

ク
オ
フ
的
な
取
組
と
し
て
、
区

役
所
庁
舎
の
一
部
を
北
山
杉
で

リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。

　

「
北
山
杉
」
を
産
業
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
暮
ら
し
の
中

に
息
づ
く
木
の
文
化
と
し
て
、

区
民
の
皆
様
に
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
壁
に
は

「
み
や
こ
杣
木
」
製
品
で
あ
る

北
山
杉
の
面
皮
付
壁
板
を
取
り

付
け
る
と
と
も
に
、
北
山
杉
の

テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
を
置
き
、

来
庁
さ
れ
る
皆
様
に
気
軽
に
休

ん
で
い
た
だ
け
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 

な
お
、
こ
の
取
組
の
実
施
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
京
都
北
山

丸
太
生
産
協
同
組
合
か
ら
全
面

的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
北
山
杉
の
ベ
ン
チ
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
、

殺
風
景
だ
っ
た
庁
舎
の
一
角
が

明
る
く
木
の
香
漂
う
空
間
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
区
役
所

に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

※�　
「
み
や
こ
杣
そ
ま

木ぎ

」
と
は
…

　

�

京
都
市
の
地
域
産
材
で
あ
る

こ
と
を
明
示
す
る
京
都
市
の

認
証
制
度

問
合
せ　

総
務
課

☎
432
‐
１
１
９
９

北
山
杉
で
リ
フ
ォ
ー
ム
！

京都北山丸太生産協同組
合寄贈のベンチ


